
　入学式には、いわきヒューマンカレッジ ( 市民大学 ) の学長 ･ 童門冬二氏による講演が行われます。学生はも

ちろん、一般の方々のお越しもお待ちしております。

■日　時：８月28 日（土）午後 1時30分～
■会　場：いわきワシントンホテル椿山荘   ( ティーワンビル３階 )

■演　題：「いま龍馬と弥太郎をどういかすか」

■講　師：いわきヒューマンカレッジ学長

	 童 門  冬 二（作家）

●プロフィール
　作家。昭和２年東京生まれ。東京都庁に勤め、要職を歴任して退職、作家活動に入る。

第43回芥川賞候補。日本文芸家協会、日本推理作家協会会員。平成11年 勲三等瑞宝章受章。

●主な著書
　「小説 上杉鷹山（上・下）」学陽書房、「情の管理・知の管理」PHP 研究所、「北の王国（上・下）」学陽書房、ほか多数。

平成22年度「県民カレッジ連携講座」	 平成22年6月18日発行

学 生 募 集
　いわきヒューマンカレッジ ( 市民大学 ) は、市民の皆様の高度で専門的な学習ニーズに応えるために、

平成９年に開学した市民のための大学です。平成 22 年度は、次の４学部を開講します。興味のある方、

学習意欲のある方、ふるってご応募ください。

心 理 学 部

い わ き 学 部人 間 環 境 学 部

現代アジア学部

対象 者 	 　市内在住および市内に通勤または通学し
ている高校生以上の方で、原則として全日
程出席できる方。なお、市外在住の方（上記
対象者は除く）は、各学部５名以内で受け付け
ます（県民カレッジ連携枠）。 

申込方法	 　はがき・ファックス・電子メールまたは
生涯学習プラザ、公民館・支所等にある申
込用紙に必要事項を記入の上、いわき市生
涯学習プラザまでお申し込みください。各
公民館・支所でも受け付けます。

記載事項	 ①希望学部　②氏 名 ( ふりがな )　③性 別
	 ④年 齢　⑤職 業　⑥住 所　⑦電話番号

( 自宅・勤務先 )

申込期間	 ７月10日(土)～７月31日(土)当日消印有効
	 ※先着順ではありません。

そ の 他 	 ◇	受講料は無料です。
	 ◇	申込多数の場合は抽選になりますので、ご

了承ください。
	 ◇	入学の合否は、申込者全員に通知します。
	 ◇	複数の学部を申し込むことはできません。
	 ◇	入学式は、８月28日(土)です。

申し込み  	〒 970-8026 
問い合わせ	 いわき市平字一町目１番地（ティーワンビル5階）

	 いわき市生涯学習プラザ
	 「いわきヒューマンカレッジ」受付係

	 　電話	 ０２４６－３７－８８８８
	 　FAX	 ０２４６－２２－５５５５
	 　電子メール　（info@isgp. jp）

※応募にあたってご記入いただいた個人情報は、市民大学
受講にかかる事務連絡以外に使用することはありません。

学長講演のご案内

主　催　いわき市・いわき市生涯学習推進本部・いわき市教育委員会

生涯学習のマスコット

「 マ ナ ビ ィ 」



開催日時 講座の内容 講　　師

1
９/４（土）
14:00ｰ16:00

中高年期の心の健康
  －成 人 期・老年期の
　 　  発 達 課 題となすべきこと－

いわき明星大学
人文学部　心理学科
教　授	 林　 洋 一

2
９/11（土）
14:00ｰ16:00

個性を生かして
  －理解しあう地域つくり－

いわき明星大学
人文学部　心理学科
准教授	 山 本　 佳 子

3
９/18（土）
14:00ｰ16:00

意識と無意識の心理学
  －自分の心の
　 　 気づいていないところ－

いわき明星大学
人文学部　心理学科
准教授	 大 原　 貴 弘

4
９/25（土）
14:00ｰ16:00

感謝の心理学
  － 感 謝 し て 受 け 取 る 者 に
　 　 豊 か な る 収 穫 あ り －

いわき明星大学
人文学部　心理学科

研究助手	 本 多　 明 生

5
10/２（土）
14:00ｰ16:00

犯罪心理学入門
  － マ ス コ ミ が 語 ら な い
　 　 日 本 の 治 安 と 犯 罪 －

いわき明星大学
人文学部　心理学科
准教授	 森　 丈 弓

6
10/９（土）
14:00ｰ16:00

記憶の心理学
 －記憶の歪みについて考える－

いわき明星大学
人文学部　心理学科
准教授	 末 次　 晃

7
10/16（土）
14:00ｰ16:00

現代の家庭教育のあり方
 －親の心 子の心－

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科
教　授	 神 山　 敬 章

　心理学の研究対象は、個人の日常的行動から現代の社会的問題まで
多岐にわたっています。
　一連の講義では、記憶、意識、感謝心といった我々が日常経験している
心理現象から、犯罪、中高年期の発達、発達障がい者への地域支援のあ
り方、といった社会的テーマまで、最新の知見を交えながら紹介します。

心 理 学 部
（いわき市中央台飯野五丁目 5-1）

定員 55 名

開催日時 講座の内容 講　　師

1
９/25（土）
14:00-16:00

体験的アジア交流論
ー日･米･中･台･韓そしていわきー

東日本国際大学
国際センター

センター長	 松 本　 優 梨

2
10/２（土）
14:00ｰ16:00

現代に受け継がれる儒教思想
ー儒学と現代中国の発想ー

東日本国際大学
経済情報学部 経済情報学科
准教授	 宮 岸　 雄 介

3
10/９（土）
14:00ｰ16:00

中華文化圏における
　情報流通の特質
－日本マンガ･アニメの需要と展開－

東日本国際大学
経済情報学部　経済情報学科
教　授	 戸 田　 聖 子

4
10/16（土）
14:00ｰ16:00

欧州の対アジア関係の現状
－中仏関係に学ぶ日中関係－

東日本国際大学
経済情報学部　経済情報学科
教　授	 中 田　 秋 男

5
10/23（土）
14:00ｰ16:00

中国現代社会に生きる
　伝統思想

－「縁起」を巡る現代中国の諸相－

東日本国際大学
留学生別科長
教　授	 田 村　 立 波

6
10/30（土）
14:00ｰ16:00

日本と韓国が
　もっと分かりあうために
－韓国留学生による日韓比較私論－

東日本国際大学
経済情報学部　経済情報学科
教　授	 福 迫　 昌 之

7
11/13（土）
14:00ｰ16:00

現代韓国社会の中の日本
－在外研究体験からの報告－

東日本国際大学
経済情報学部　経済情報学科
准教授	 山 田　 紀 浩

　グローバリゼーションの進展とともに、上海万博が注目を集める中国
など、世界的にアジア圏の存在感が増しており、それは私たちの暮らす
地域にも浸透してきています。
　本学部では、中国と韓国を中心に、アジアの中の日本が隣国とどのよ
うに向き合っていくべきか、その背景と課題を探っていきます。

現代アジア学部
（いわき市平鎌田字寿金沢 37）

定員 55 名

開催日時 講座の内容 講　　師

1
９/４（土）
14:00ｰ16:00

味を考える
福島工業高等専門学校
物質工学科
准教授	 鴨 下　 祐 也

2
９/11（土）
14:00ｰ16:00

賢沼の環境について
－賢沼再生プロジェクトの　
　　活動報告とこれから－

福島工業高等専門学校
物質工学科
教　授	 内 田　 修 司

3
９/25（土）
14:00ｰ16:00

いわき市水道水源保護　
　地域の保全と利用について

－安全な水 質の水 量 確 保－

いわき市水道水源保護審議会会長
福島工業高等専門学校

名誉教授	 引 地　　 宏

4
10/２（土）
14:00ｰ16:00

水処理と微生物
福島工業高等専門学校
建設環境工学科
助　教	 髙 荒　 智 子

5
10/９（土）
14:00ｰ16:00

魅力ある
　景観まちづくりに向けて

福島工業高等専門学校
建設環境工学科
准教授	 齊 藤　 充 弘

6
10/16（土）
14:00ｰ16:00

いわきにおける自然災害
－あなたは家族を守れますか？－

福島工業高等専門学校
建設環境工学科
准教授	 菊 地　 卓 郎

7
10/30（土）
14:00ｰ16:00

できることから始めよう、
　江戸の環境思想を現代に活かす！

福島工業高等専門学校
一般教科
教　授	 笠 井　　 哲

　「環境」を考える際に、江戸の生活を範として学ぶべきだという意見
が、近年よく聞かれます。しかし、現在最も有効なのは、やはり科学技術
の力で、環境問題を解決する道であると言えます。
　本学部では、グローカル（地球の中のいわき）な観点から、人間の生活
環境問題を考えます。特に、「食、沼の再生、水道水源保護、下水処理、ま
ちづくり、防災」等に関して科学技術による解決の方向性について学び、
さらに江戸の環境思想のうちで現代人が学べることを紹介します。

人 間 環 境 学 部
（いわき市平上荒川字長尾 30）

定員 55 名

開催日時 講座の内容 講　　師

1
９/３（金）
14:00ｰ16:00

君聞かずや、いわきのハニワを!!
神谷作古墳の埴輪たち
－遙かな過去の襖

ふすま

をあけて、王者の残り香を追う－

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科

非常勤講師	 馬 目　 順 一

2
９/10（金）
14:00ｰ16:00

仏法による国つくりと国際化
－古都奈良の文化財の形成－

いわき明星大学
人文学部　表現文化学科
教　授	 田 嶋　 一 夫

3
９/17（金）
14:00ｰ16:00

信仰と美術
 －いわきの文化財を通して－

いわき市立美術館
学芸課長	 平 野　 明 彦

4
９/24（金）
14:00ｰ16:00

幕末から明治期における
　精神文化と庶民のくらし
－高木誠一「石城北神谷誌」の記述から－

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科

非常勤講師	 夏 井　 芳 徳

5
10/１（金）
14:00ｰ16:00

「記録」が語る磐城の戊辰史
  －藩士たちの「日記」をひもといて－

いわき市文化財保護審議会
会　長	 小 野　 一 雄

6
10/８（金）
14:00ｰ16:00

地域の歴史・文化を学ぶ　
　生涯学習の楽しさ
－現代社会の余暇活動のあり方を考える－

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科
教　授	 神 山　 敬 章

7
10/15（金）
９:00ｰ16:00

史跡めぐり 考古学の波頭を往く !!
復原なった大安場古墳
－古代安積の息吹きとシンクロ(同調)しよう－

いわき明星大学
人文学部　現代社会学科

非常勤講師	 馬 目　 順 一

　本年は、平城遷都1300年目にあたります。この節目の年に、「古都奈
良」の文化財から仏法による国つくりについて考えます。いわきの文化
遺産から前史を彩る古墳文化や、中世以降の信仰と美術について学び
ます。さらに、史跡めぐりをとおして文化財保護の理解を深めます。
　また、戊辰戦争前後の江戸時代末期から明治時代にかけての「激動
期いわき」のようすを、民俗誌や日記などから紐解きます。そして、これら
地域の歴史・文化を学ぶ生涯学習の楽しさについて考えます。

い わ き 学 部
（いわき市平字一町目１番地 　ティーワンビル内 ）

定員 55 名

※ 10 月 15 日の「史跡めぐり ( 大安場古墳 )」（郡山市田村町）は、バスによる見学となります。
　バス代実費 2,500 円程度の自己負担となります。


